
第４章　未来につながるまちづくり

４－１ 子育て支援

４－１－１ 子育て支援の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 21,166 299,621 320,787

Ｒ９ 21,166 299,621 320,787

Ｒ10 21,166 299,621 320,787

４－１－１ 子育て支援の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 12,880 15,075 27,955

Ｒ９ 12,880 15,075 27,955

Ｒ10 12,880 15,075 27,955

４－１－１ 子育て支援の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 7,515 7,515

Ｒ９ 7,515 7,515

Ｒ10 7,515 7,515

放課後児童健全育成事業の推進

放課後児童健全育成事業の推進

事業 保育所運営事業
保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

子ども・子育て支援事業計画に基づき、笑顔あふれる保育所の運営、町づく
りをめざし、一時保育事業や延長保育事業の充実を図り、子どもを安心して
育てられる取り組みを推進する。

保育の必要な児童を預かり、心身ともに健康に育てられる取り組みを行う

Ｒ７
放課後留守家庭の小学校児童に対して、児童館等を利用して適
切な遊びや生活の場を与えて、児童の健全育成を図った。

事業費（千円）

事業 放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度）

担当課

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果
子ども・子育て支援法に基づ
いた事業計画による。子ども達が明るくのびのび育ち、子育てが安心してできる町づくり。

施策の方向性と理由

放課後留守家庭の小学校児童に対して、児童健全育成を図り、さらには保護
者の子育てを支援し、児童福祉の増進に資する。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ７
子ども一人一人を大切にし、保護者からも信頼される保育を実
施した。

事業費（千円）

子ども・子育て支援法に基づ
いた事業計画によるため。児童の健全育成を図り、情操を豊かにする。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ７
児童館機能を拡充し、地域子育て支援拠点事業の充実を図っ
た。

事業費（千円）

事業 児童館事業
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

放課後児童健全育成事業の推進

・事業実施の効果 子ども・子育て支援法に基づ
き、対象児童が拡大されたた
め。昼間保護者がいない家庭の、小学校児童の健全育成が図られる。

子どもの居場所としての機能だけではなく、地域の子育て支援の拠点として
地域のニーズに即した児童館事業の充実・推進を図る。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

児童館機能を拡充、地域子育て支援拠点事業を充実

保育の必要な児童を預かり、心身ともに健康に育てられる取り組みを行う

保育の必要な児童を預かり、心身ともに健康に育てられる取り組みを行う

事業の進捗・達成状況・今後の予定　

児童館機能を拡充、地域子育て支援拠点事業を充実

児童館機能を拡充、地域子育て支援拠点事業を充実

・事業実施の効果

1 ページ ４章



４－１－１ 子育て支援の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 0

Ｒ９ 0

Ｒ10 0

４－１－２ 経済的支援の充実

・事業全体の内容 （事業期間：  Ｈ 16 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 1,350 1,350

Ｒ９ 1,350 1,350

Ｒ10 1,350 1,350

４－１－２ 経済的支援の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 0

Ｒ９ 0

Ｒ10 0

事業

出生した子を養育し、引き続き１年以上本町に住所を有している保護者に対
して、子どもが出生した日から１ヶ月以内に交付申請をした場合に、出生児
１人につき30,000円交付して児童福祉と少子化対策に努める。

子ども・子育て支援事業計画の推進
担当課

保健福祉課

年度） 施策の方向性と理由

子ども・子育て支援法により、５年を１期とする教育・保育及び地域子ど
も・子育て支援事業の提供体制の確保、その他この法律に基づく業務の円滑
な実施に関する計画を作成し、地域にあった子育て支援の実施に努める。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

「第３期新地町子ども・子育て支援事業計画」を実施

Ｒ７
子ども・子育て支援事業計画を策定し、子育て支援の実施に努
めた。

事業費（千円）

「第３期新地町子ども・子育て支援事業計画」を実施

「第３期新地町子ども・子育て支援事業計画」を実施

・事業実施の効果
子ども・子育て支援法に基づ
いた事業計画によるため。子どもたちが明るくのびのび育ち、子育てが安心してできるまちづくり。

事業
内容

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｈ１６
～Ｒ７

出生児祝金の交付を行った。
事業費（千円）

事業 出生児祝金交付事業
担当課

町民生活課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

・事業実施の効果
次代を担う子どもの健やかな
成長を支援するため。子育て支援の一躍を担う。

事業の進捗・達成状況・今後の予定　

継続して出生児祝金を交付

継続して出生児祝金を交付

継続して出生児祝金を交付

Ｒ７ ２人目以降の保育料無償化を行った。
事業費（千円）

事業 同時入所第２子以降保育料無償化事業
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

保育所に同時入所している、２人目以降の保育料無償化により、子育てに伴
う経済的負担を軽減し、子どもの健全な成長に寄与するとともに、少子化対
策の一助とする。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

２人目以降の保育料を無償化

・事業実施の効果 平成３０年度実施のニーズ調
査により、事業の継続が望ま
れている。子育てに伴う経済的負担の軽減。

事業の進捗・達成状況・今後の予定　

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

２人目以降の保育料を無償化

２人目以降の保育料を無償化
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４－１－２ 経済的支援の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 31 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 1,692 1,692

Ｒ９ 1,692 1,692

Ｒ10 1,692 1,692

４－１－２ 経済的支援の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 31 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 9,720 9,720

Ｒ９ 9,720 9,720

Ｒ10 9,720 9,720

４－１－２ 経済的支援の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 5 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 2,700 2,700

Ｒ９ 2,700 2,700

Ｒ10 2,700 2,700

理由：

Ｒ５
～Ｒ７

在宅保育助成金を支給し経済的負担軽減に努めた。
事業費（千円）

在宅保育助成金を支給

在宅保育助成金を支給

在宅保育助成金を支給

事業 在宅保育支援事業
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

在宅において０～２歳児を保育をしている保護者に対し、子育て世帯の経済
的負担の軽減を図るため在宅保育助成金（月：4,500円）を支給する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

事業

Ｈ３１
～Ｒ７

子育て世帯の保育料の負担軽減に努めた。
事業費（千円）

保育料軽減助成金を支給

保育料軽減助成金を支給

保育料軽減助成金を支給

子育てに対する経済的な負担を軽減するため、令和元年１０月分からの保育
料無償化に併せ３歳児以上の副食費（月：4,500円）を無償とした。

理由：

・事業実施の効果 子育て支援の一環として、子
育てに伴う経済的負担を減ら
すために実施。

子育て世帯の保育料の負担軽減を図ると共に、支給対象者を保育料が完納し
た者とすることで未納者の発生抑止につながる。

事業
内容

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

年度） 施策の方向性と理由

子育て世帯の保育料の軽減を図るため保育料軽減助成金を支給する。保育料
を納付している児童を養育している世帯の保護者に対して６カ月ごとに１月
あたり3,000円を支給。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

Ｈ３１
～Ｒ７

子育て世帯の副食費の負担軽減に努めた。
事業費（千円）

事業 副食費無償化事業
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

子育て支援の一環として、子
育てに伴う経済的負担を減ら
すために実施。子育て世帯の副食費の経済的負担軽減を図る。

事業の進捗・達成状況・今後の予定　

副食費の無償化

副食費の無償化

副食費の無償化

・事業実施の効果

事業の進捗・達成状況・今後の予定　

保育料軽減助成金事業
担当課

保健福祉課

事業の進捗・達成状況・今後の予定　

・事業実施の効果 子育て支援の一環として、子
育てに伴う経済的負担を減ら
すために実施。在宅保育世帯の経済的負担軽減を図る。
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４－１－２ 経済的支援の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 134,782 14,348 149,130

Ｒ９ 134,782 14,348 149,130

Ｒ10 134,782 14,348 149,130

４－１－２ 経済的支援の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 16,539 17,488 34,027

Ｒ９ 16,539 17,488 34,027

Ｒ10 16,539 17,488 34,027

４－１－２ 経済的支援の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 9

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 720 720 1,440

Ｒ９ 720 720 1,440

Ｒ10 720 720 1,440

事業 子ども医療費給付事業
担当課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

・事業実施の効果 高校生年代までの児童に対し
て児童手当を支給し、子育て
世帯の経済的負担軽減を図る
ため。

子育て世帯の経済的負担軽減。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

児童手当支給事業実施

Ｒ７ 児童手当を支給し、子育て世帯の経済的負担軽減を図った。
事業費（千円）

児童手当支給事業実施

子どもの医療費をすることにより、子育て家庭における経済的負担を軽減
し、子どもの健やかな成長に寄与する。
０歳から１８歳までの子どもに対する医療費の助成。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果 ０歳から１８歳までの子ども
に対する医療費の助成を行
い、経済的負担軽減を図るた
め。

経済的負担軽減。

児童手当支給事業実施

保健福祉課

Ｒ７
子どもの医療費をすることにより、子育て家庭における経済的
負担を軽減した。

事業費（千円）

子どもに対する医療費の助成

子どもに対する医療費の助成

事業 ひとり親家庭医療費扶助事業
担当課

経済的負担の軽減。

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

母子・父子家庭に対して医療費の一部助成をすることにより、ひとり親家庭
における経済的負担を軽減し、健康と福祉の増進を図る。
月自己負担１，０００円として、残りの医療費を助成する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果 ひとり親家庭における経済的
負担を軽減し、健康と福祉の
増進を図るため。

子どもに対する医療費の助成

事業の進捗・達成状況・今後の予定

事業 児童手当
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

子どもの健やかな育ちに寄与するための児童手当を支給
高校生年代までの児童に対して児童手当を支給する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

Ｒ７
母子・父子家庭に対して医療費の一部助成をすることにより、
ひとり親家庭における経済的負担を軽減した。

事業費（千円）

医療費の助成を実施

医療費の助成を実施

医療費の助成を実施

事業の進捗・達成状況・今後の予定
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４－１－２ 経済的支援の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 0

Ｒ９ 0

Ｒ10 0

４－１－２ 経済的支援の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 4 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 4,000 4,000

Ｒ９ 4,000 4,000

Ｒ10 4,000 4,000

４－１－２ 経済的支援の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 23 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 1,892 1,892

Ｒ９ 1,892 1,892

Ｒ10 1,892 1,892

施策の方向性と理由

経済的理由によって就学困難な児童生徒の保護者に対し、義務教育を受ける
ための経費（学用品購入費等）の援助を行う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果
小・中学校における義務教育を
公平かつ円滑に実施するため継
続した取り組みが必要である。義務教育を受けるための経費の援助を行い、義務教育の円滑な実施を図る。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ３～
Ｒ７

経済的理由によって就学困難な児童生徒の保護者に対し、義務教育を受ける
ための経費の援助を行い、義務教育の円滑な実施を図った。

事業費（千円）

要保護及び準要保護児童生徒援助支給

要保護及び準要保護児童生徒援助支給

要保護及び準要保護児童生徒援助支給

保健福祉課

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果 妊娠出産・育児における不安
及び経済的負担の軽減を図る
ため。妊娠出産及び育児における不安の軽減、経済的負担軽減。

事業 要保護及び準要保護児童生徒就学援助
担当課

教育総務課

事業
内容

年度）

Ｒ７

事業 地域における総合的な相談事業

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

事業
内容

生活の安定及び自立促進を図
るため。生活安定、自立促進。

事業 妊婦のための支援給付事業

Ｒ４
～Ｒ７

伴走型相談支援を行い、出産時及び子育て応援給付金を支給
し、育児不安の解消及び経済的負担の軽減を図った。

事業費（千円）

妊娠届出時（５万円）の支給・産後子どもの数に応じて（５万円）の支給

担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

妊婦・子育て世帯が安心して出産・子育てできるよう、妊娠期から出産・子
育てまで一環して身近に相談に応じるとともに、妊娠・子育て世帯に対し、
給付金を支給し、経済的支援を行う。

年度） 施策の方向性と理由

社会福祉協議会、地域包括支援センター、民生児童委員等関連機関と連携し
事業を推進する。

相談事業の実施

相談事業の実施

・事業実施の効果

事業の進捗・達成状況・今後の予定

社会福祉協議会、地域包括支援センター、民生児童委員等関連
機関と連携し、生活の安定及び自立促進を図った。

事業費（千円）

相談事業の実施

妊娠届出時（５万円）の支給・産後子どもの数に応じて（５万円）の支給

事業の進捗・達成状況・今後の予定

理由：

妊娠届出時（５万円）の支給・産後子どもの数に応じて（５万円）の支給

担当課
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４－２ 特色ある教育

４－２－１ 学習環境の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 23 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 9,900 9,900

Ｒ９ 9,900 9,900

Ｒ10 9,900 9,900

４－２－１ 学習環境の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 23 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 10,120 61,568 71,688

Ｒ９ 10,120 61,568 71,688

Ｒ10 10,120 61,568 71,688

４－２－１ 学習環境の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 2 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 11,160 11,160

Ｒ９ 11,160 11,160

Ｒ10 11,160 11,160

事業 教育奨学資金貸付事業
担当課

教育総務課

事業
内容

年度）

教育奨学資金貸付・返還

・事業実施の効果
継続した取り組みにより奨学
を支援する。経済的な理由による修学困難者にも教育の機会均等が図られる。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

施策の方向性と理由

貸付金　大学生　　　月額　30,000円
　　　　短大生　　　月額　30,000円
　　　　専門学生　　月額　20,000円
　　　　高校生　　　月額　15,000円

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

Ｈ２～
Ｒ７

経済的な理由による修学困難者にも教育の機会均等を図りなが
ら、有能な人材を育成することに繋げた。

事業費（千円）

教育奨学資金貸付・返還

教育奨学資金貸付・返還

事業 ＩＣＴ教育の充実
担当課

教育総務課

事業
内容

年度）

理由：

ＩＣＴを効果的に活用した授業実践、ＩＣＴ支援員の配置、機器整備・更新

ＩＣＴを効果的に活用した授業実践、ＩＣＴ支援員の配置、機器整備・更新

・事業実施の効果 先進的な授業を実践すること
により学力向上が期待できる
ため継続する。学力向上及びコミュニケーション能力の育成と社会を生き抜く力を養う。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

施策の方向性と理由

学習指導要領における各教科の目標達成を図るために、ＩＣＴ機器を活用し
た教育活動を進める。ＩＣＴの特性を理解した効果的な授業の展開により児
童生徒の学力向上を図るとともに、ＩＣＴ支援員によるサポート等によって
教員の授業力向上を目指す。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

ＡＬＴ配置

理由：

Ｒ３～
Ｒ７

ＩＣＴを活用した個別最適な協働学習の一体化した授業改善に努め、児童生
徒の主体的に学ぶ力の育成を図った。また、ＩＣＴ支援員によるサポート等
によって教員の授業力向上に務めた。

事業費（千円）

ＩＣＴを効果的に活用した授業実践、ＩＣＴ支援員の配置、機器整備・更新

ＡＬＴ配置

ＡＬＴ配置

・事業実施の効果

小中学校英語指導助手配置事業（基礎学力向上推進事業）
担当課

教育総務課

年度） 施策の方向性と理由

児童生徒に生きた英語に触れさせるとともに国際理解を深めることを目的と
して、２名の外国語指導助手を小・中学校にそれぞれ配置し、英語教育の充
実を図る。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

事業

事業
内容

学力向上の一助として効果が
期待できるため継続する。児童生徒の基礎学力の向上

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｈ２３
～Ｒ７

児童生徒に生きた英語に触れさせるとともに国際理解を深めることを目的と
して、２名の外国語指導助手を小・中学校にそれぞれ配置し、英語教育の充
実を図った。

事業費（千円）
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４－２－１ 学習環境の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 3 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 2,340 2,340

Ｒ９ 2,340 2,340

Ｒ10 2,340 2,340

４－２－１ 学習環境の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 23 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 80 80

Ｒ９ 80 80

Ｒ10 80 80

４－２－１ 学習環境の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 23 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 18,337 18,337

Ｒ９ 18,337 18,337

Ｒ10 18,337 18,337

Ｈ２３
～Ｒ７

児童生徒一人ひとりの習熟度に応じた支援をめざすとともに、家庭における
教育力を高めるため、家庭学習用テキストを作成するなどの支援を行い基礎
学力の底上げを図った。

事業費（千円）

学習支援員配置、家庭学習問題集の作成・配布

事業 学習支援員・介助員配置事業（基礎学力向上推進事業）
担当課

教育総務課

事業
内容

年度）

理由：

学習支援員配置、家庭学習問題集の作成・配布

学習支援員配置、家庭学習問題集の作成・配布

・事業実施の効果 学校教育において、第一とな
る基礎学力を高め、生きる力
を育む取組を継続する。児童生徒の基礎学力の向上

事業の進捗・達成状況・今後の予定

施策の方向性と理由

児童生徒一人ひとりの習熟度に応じた支援をめざすとともに、家庭における
教育力を高めるため、家庭学習用テキストを作成するなどの支援を行い基礎
学力の向上を図る。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

保護者や児童生徒を対象に家庭教育に関する保健講座等や子育
て講座を実施し、学校と家庭を繋ぐ学習機会に繋げた。

事業費（千円）

講座等の実施

講座等の実施

Ｈ２３
～Ｒ７

奨学金返還支援事業助成金交付

講座等の実施

・事業実施の効果 継続した取り組みにより、家
庭や社会に関する問題につい
て意識を高められる。学校と家庭を繋ぐ学習機会にも寄与している。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

施策の方向性と理由

町内の小・中学校と連携し、保護者や児童生徒を対象に家庭教育に関する講
座を実施する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

事業 奨学金返還支援事業
担当課

教育総務課

事業
内容

年度）

理由：

・事業実施の効果

若者の定住を促進するため。
若年層の町外転出を抑制し、本町の将来を担う若者の定住を図る。

奨学金返還支援事業助成金交付

事業 家庭教育学級の推進
担当課

教育総務課

事業
内容

年度）

理由：

Ｒ３～
Ｒ７

若年層の町外転出を抑制し、本町の将来を担う若者の定住を
図った。

事業費（千円）

奨学金返還支援事業助成金交付

事業の進捗・達成状況・今後の予定

施策の方向性と理由

町内に定住して就業する者が奨学金を返還するために要する経費に対し、年
間１８万円を限度として助成金を交付。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規
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４－２－２ 開かれた学校づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 26 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 0

Ｒ９ 0

Ｒ10 0

４－２－３ 心身の健康増進と心の教育の推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 26 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

４－２－３ 心身の健康増進と心の教育の推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 29 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 0

Ｒ９ 0

Ｒ10 0

理由：

Ｈ２９
～Ｒ７

学校給食に地場産物を活用することにより、地域の身近な食材を通
して旬や産地について理解し、感謝の心と郷土愛の育成を図った。

事業費（千円）

食育推進事業の実施（食育講演会、食育講座、食の指導、啓発活動）

事業
内容

年度）

理由：

食育推進事業の実施（食育講演会、食育講座、食の指導、啓発活動）

食育推進事業の実施（食育講演会、食育講座、食の指導、啓発活動）

・事業実施の効果
健康づくりの推進に継続して
取り組む必要がある。児童生徒の健康づくりを推進する。食と健康の意識を育む。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

施策の方向性と理由

学校給食において、安心安全な地場産の農産物や魚介類を積極的に取り入れ
るとともに、学校・地域・家庭が連携して食育推進に取り組み、「食べる
力」「感謝の心」「郷土愛」を育成する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

Ｈ２６
～Ｒ７

学校・家庭・地域の連携による「あいさつ」運動を通し、心身の健康を増進
するとともに、心の教育を推進しながら、いじめや不登校などの未然防止に
努めた。

事業費（千円）

Ｒ８

Ｒ９

Ｒ10

事業の進捗・達成状況・今後の予定

施策の方向性と理由

学校・家庭・地域の連携による「早寝、早起き、朝ご飯」＋「元気なあいさ
つ」運動を通して心身の健康を増進し、社会生活の基本ルールを身につける
よう思いやりと心の教育を推進し、いじめや不登校などの未然防止に努め
る。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

Ｈ２６
～Ｒ７

学校・家庭・地域との連携強化を図り、子どもたちを育む活動を推進した。また、
本町の企業による学外教育の機会や学校教育への協力を支援し、大学や企業等と連
携して教育活動の活性化に務めた。

事業費（千円）

教育研究会・ICT活用発表会の開催、地元企業体験活動・大学等と連携活動の実施

事業 新地町さわやかだ食育推進事業（再掲3-1-1）
担当課

教育総務課

0

事業 「早寝・早起き・朝ご飯」＋「あいさつ」運動
担当課

教育総務課

事業
内容

年度）

新地町さわやかだ食育推進事業と連携した、心身の健康を増進する教育活動
の実施。スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーの配置

新地町さわやかだ食育推進事業と連携した、心身の健康を増進する教育活動
の実施。スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーの配置

新地町さわやかだ食育推進事業と連携した、心身の健康を増進する教育活動
の実施。スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーの配置 0

・事業実施の効果
心身の健康増進に継続して取
り組む必要がある。心身の健康増進、思いやりと心の教育を推進し、いじめや不登校などの未然

防止。

事業 開かれた学校づくりの推進
担当課

教育総務課

事業
内容

年度）

教育研究会・ICT活用発表会の開催、地元企業体験活動・大学等と連携活動の実施

教育研究会・ICT活用発表会の開催、地元企業体験活動・大学等と連携活動の実施

・事業実施の効果 地域等と連携した新しい開か
れた学校づくりに向けて継続
して取り組む。家庭・学校・地域の連携強化、地域学校協働本部の設立

事業の進捗・達成状況・今後の予定

施策の方向性と理由

学校・家庭・地域との連携強化を図り、地域ぐるみで学校を支援し、子ども
たちを育む活動を推進します。また、本町の企業による学外教育の機会や学
校教育への協力を支援し、地域との連携を深めるとともに、大学や企業等と
連携して教育活動の活性化を図ります。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

0
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４－２－３ 心身の健康増進と心の教育の推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 3 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 0

Ｒ９ 0

Ｒ10 0

４－２－３ 心身の健康増進と心の教育の推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 3 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 0

Ｒ９ 0

Ｒ10 0

４－２－３ 心身の健康増進と心の教育の推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 22,079 5,920 16,787 44,786

Ｒ９ 22,079 5,920 16,787 44,786

Ｒ10 22,079 5,920 16,787 44,786

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ７
学校給食費を無償化することで、子育て世帯の経済的支援を
行った。

事業費（千円）

学校給食に係る賄材料費

学校給食に係る賄材料費

学校給食に係る賄材料費

事業 学校給食無償化事業
担当課

教育総務課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

学校給食で使用する全ての食材に係る給食費を無償化する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果
保護者の負担軽減に努め、子
育て支援を図る。子育て世帯の経済的支援と子育ての推進を図る。

町内３小学校合同による４学年交流事業

事業 スペシャルサポートルーム（ＳＳＲ）設置事業
担当課

教育総務課

事業
内容

年度）

ＳＳＲ開設、不登校児童生徒への学習支援

ＳＳＲ開設、不登校児童生徒への学習支援

・事業実施の効果 継続した取り組みにより、不
登校児童生徒数の減少に寄与
している。不登校児童生徒の学習支援、健全なる成長への支援。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

施策の方向性と理由

県と連携して不登校・いじめ等対策総合推進事業スペシャルサポートルーム
（ＳＳＲ）を開設し、専任教員も配置して不登校の児童生徒の学習機会の確
保と将来の社会的自立を目指す。（人件費など事業にかかる経費は県負担）

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

Ｒ３～
Ｒ７

不登校の児童生徒の学習機会の確保と将来の社会的自立に繋げ
た。また、不登校児童生徒数も減少している。

事業費（千円）

ＳＳＲ開設、不登校児童生徒への学習支援

事業 児童の学校間交流事業
担当課

教育総務課

事業
内容

年度）

町内３小学校合同による４学年交流事業

町内３小学校合同による４学年交流事業

・事業実施の効果
学校間交流事業を継続して取
り組む必要がある。心身の健康を増進する教育活動の推進を図る。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

施策の方向性と理由

地域での学校間における交流事業を実践する。（町内３小学校合同による４
学年交流事業）

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

Ｒ３～
Ｒ７

学校間における交流事業を実践し、心身の健康を増進する教育
活動の推進を図った。

事業費（千円）
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４－３ 生涯学習・ボランティアの推進

４－３－１ 生涯学習の総合的推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 23 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 350 5,041 5,391

Ｒ９ 350 5,500 5,850

Ｒ10 350 5,500 5,850

４－３－１ 生涯学習の総合的推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 23 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 205 205

Ｒ９ 215 215

Ｒ10 215 215

４－３－１　生涯学習の総合的推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 300 300

Ｒ９ 300 300

Ｒ10 300 300

ボランティアの育成や活動の支援。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

ボランティア活動の普及支援

ボランティア活動の普及支援

ボランティア活動の普及支援

公民館教室、職員出前講座、移動教室等の実施

事業 ボランティアの育成・活用
担当課

保健福祉課

Ｒ７ ボランティア団体の研修や普及活動を行い、育成を図った。
事業費（千円）

・事業実施の効果
ボランティアの育成や活動の
支援を図るため。

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

新地町ボランティア連絡協議会と連携を図りながら、ボランティア団体及び
個人ボランティアの相互の協力を図り、研修や普及活動を行う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

Ｈ２３
～Ｒ７

各種教室や出前講座を実施し、生涯学習推進を図った。
事業費（千円）

Ｈ２３
～Ｒ７

生涯学習フェスティバルを開催し、各団体等の学習成果を発表
できた。

事業費（千円）

生涯学習フェスティバル開催

事業 生涯学習フェスティバルの実施
担当課

教育総務課

生涯学習フェスティバル開催

生涯学習フェスティバル開催

・事業実施の効果 継続した取り組みにより、町
民の生き甲斐づくり等に寄与
している。町民の学習の成果を適切に生かすことのできる社会の実現に寄与している。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

事業
内容

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

事業 生涯学習事業
担当課

公民館教室、職員出前講座、移動教室等の実施

公民館教室、職員出前講座、移動教室等の実施

教育総務課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

各種公民館教室、職員出前講座、移動教室の開催をはじめ、自主的なサーク
ルやグループ活動等に対しても総合的に支援し、町の活性化につなげる。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果 継続した取り組みにより、町
民の生き甲斐づくり等に寄与
している。町民の学習の成果を適切に生かすことのできる社会の実現に寄与している。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

年度） 施策の方向性と理由

公民館、勤労青少年ホーム等で学んできた文化団体・サークル等の成果発表
の場づくり及び生涯学習機会の拡大の推進を図る。
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４－３－２ 芸術文化活動の推進 

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 23 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 0

Ｒ９ 0

Ｒ10 0

４－３－２ 芸術文化活動の推進 

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 23 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 200 200

Ｒ９ 200 200

Ｒ10 200 200

４－３－２ 芸術文化活動の推進 

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 23 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 100 100

Ｒ９ 100 100

Ｒ10 100 100

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｈ２３
～Ｒ７

補助金交付を行い文化活動の支援に努めた。
事業費（千円）

町外での活動や各種発表会等に対する支援

町外での活動や各種発表会等に対する支援

町外での活動や各種発表会等に対する支援

事業 文化協会活動の育成支援
担当課

教育総務課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

町民が身近に芸術・文化に親しむことができるよう、各種文化活動の情報提
供に努める。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果

継続した支援による文化振興
が必要。質の高い芸術を通じて人材育成とともに心の豊かさと活力の向上に寄与す

る。

・文化協会への運営補助。
・文化協会や加入団体が実施する学習発表会の開催とその支援。
・文化団体の活動支援。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

Ｈ２３
～Ｒ７

各種文化活動の情報を発信し、多くの町民が活動に参加でき
た。

事業費（千円）

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

町民の文化・芸術への関わり
を促進させるため、継続した
取り組みが必要。心の豊かさ及び生活の質の向上に寄与する。

事業 芸術文化奨励金の交付
担当課

教育総務課

事業
内容

年度）

Ｈ２３
～Ｒ７

文化協会と連携協力し計画どおり事業の展開と活動支援ができ
た。

事業費（千円）

施策の方向性と理由

文化活動の県大会以上に出場する個人又は団体及び各種発表会等に対して激
励金を交付し、もって本町の文化活動の振興を図る。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

事業の進捗・達成状況・今後の予定

事業の進捗・達成状況・今後の予定

継続した支援による文化振興
が必要。出場者の意欲向上と負担軽減が図られるとともに町全体の文化振興に寄与す

る。

各種文化活動支援

各種文化活動支援

文化協会運営・学習発表会・文化団体への支援

文化協会運営・学習発表会・文化団体への支援

・事業実施の効果

・事業実施の効果

各種文化活動支援

文化協会運営・学習発表会・文化団体への支援

事業 芸術文化活動の情報提供
担当課

教育総務課
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４－３－２ 芸術文化活動の推進 

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 5 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 80 80

Ｒ９ 80 80

Ｒ10 80 80

４－３－３ 読書の町づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 26 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 65 65

Ｒ９ 65 65

Ｒ10 65 65

４－３－３ 読書の町づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 99 99

Ｒ９ 99 99

Ｒ10 99 99

事業 アートの町『新地』創造・アートの魅力発信事業
担当課

教育総務課

３か月児健診時に絵本贈呈等を実施

３か月児健診時に絵本贈呈等を実施

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ７
町内在住の幼児に絵本を贈呈し、家庭に必ず１冊は絵本がある
環境を整えた。

事業費（千円）

理由：

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ７ 子どもの読書活動を推進。
事業費（千円）

子ども読書活動推進計画による事業実施

事業 ファーストブック事業
担当課

教育総務課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

町の３か月児健診の際に、リーフレットを配布し乳幼児からの読み聞かせ
（絵本のある生活）の大切さについて保護者へ説明し、絵本１冊を贈呈す
る。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

乳幼児期から本を与える大切
さを知らせる良い機会となっ
ている。乳幼児から本に親しむことにより、本への意識が高まる。

・事業実施の効果

推進計画の改定

子ども読書活動推進計画による事業実施

町総合計画に定める読書の町づくりを推進するため、策定した「子ども読書
活動推進計画」に基づき、子どもの読書活動を推進する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ５～
Ｒ７

新地ゆかりの４人の画家たち絵画展や新地ゆかりの建築家遠藤新展
を開催。芸術大学生による新地アートフェスを開催、モニターツ
アー実施。

事業費（千円）

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

絵画展を開催する

新地ゆかりのアーティスト作品を駒ケ嶺公民館や福田勤労青少年ホーム、交
流センター会議室などを使用して、計画的に絵画展を開催する。令和７年度
に製作したビッグサインを各会場で展示する。あわせて町のHPや公式ＬＩＮ
Ｅを用いて、周知を行う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

理由：

・事業実施の効果 アートを通じて地域の魅力を
発信し、町の文化振興を促進
するため。

町の貴重な文化資源を地域の魅力として発信することで、身近に芸術文化が息づく
町としてPRする。

・事業実施の効果

３か月児健診時に絵本贈呈等を実施

事業 子ども読書活動推進計画の推進
担当課

教育総務課

事業
内容

町総合計画に定める読書の町
づくりを推進するため。子どもの読書活動の活性化を図り、町全体で読書の運気を高めていく。

年度） 施策の方向性と理由

絵画展を開催する

絵画展を開催する
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４－３－３ 読書の町づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 0

Ｒ９ 0

Ｒ10 0

４－３－３ 読書の町づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 12 12

Ｒ９ 12 12

Ｒ10 12 12

４－３－３ 読書の町づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 3 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 50 50

Ｒ９ 50 50

Ｒ10 50 50読書に関するイベント・講習会等を行う

Ｒ７
一般社団法人農村漁村文化協会による当館所蔵図書ＤＶＤ活用
講座及び所蔵図書の紹介展示を実施

事業費（千円）

読書に関するイベント・講習会等を行う

町内１２施設の図書館コーナーの充実。福田・駒ケ嶺・新地小への夏休み特
別個人貸出の実施。小学校図書室サポート

事業の進捗・達成状況・今後の予定

事業 読書活動推進事業
担当課

教育総務課

事業
内容

年度）

図書館所蔵資料を活用した講習会や館内イベント等を行う

資質向上を図るための学習会の実施、活動者の募集図書館内・学校等での読
書推進活動時のサポート

事業 図書ボランティアの育成・活用
担当課

教育総務課

事業
内容

年度）

理由：

・事業実施の効果
継続することにより意識向上
に繋がるため。読書活動の推進が図られる。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

施策の方向性と理由

本や読書の大切さ・素晴らしさについて認識を深めるため、読書講演会やイ
ベント等を開催する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

資質向上を図るための学習会の実施、活動者の募集図書館内・学校等での読
書推進活動時のサポート

資質向上を図るための学習会の実施、活動者の募集図書館内・学校等での読
書推進活動時のサポート

・事業実施の効果 ボランティアとの協同により
図書館サービスを充実させ
る。ボランティアの技術向上。読書活動推進や図書館サービスの充実。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

施策の方向性と理由

研修会・講習会等を開きボランティア育成及び技術向上を図る。また、読み
聞かせやイベント時に、積極的にボランティアを活用し、読書活動推進を図
る。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

Ｒ７
長期休暇期間を利用し小学校図書室整備を進めた。２つの小学校で
夏休み特別個人貸出を実施。小学校で図書館コーナーのリクエスト
受付を開始し資料活用の充実に務めた。

事業費（千円）

理由：

Ｒ７
イベント開催時に、ボランティアが参加することで、成功に繋
がっている。

事業費（千円）

事業 学校施設等連携事業
担当課

教育総務課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

町内小・中学校及び公民館等の公共施設に新地町図書館コーナーを設置。
福田小学校及び駒ケ嶺小学校の夏休み特別個人貸出（移動図書館）の実施。
学校図書室サポートの実施。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

町民・子どもたちの読書環境
を充実させるため。図書館所蔵図書の有効活用及び読書推進が図られる。

・事業実施の効果

町内１２施設の図書館コーナーの充実。福田・駒ケ嶺・新地小への夏休み特
別個人貸出の実施。小学校図書室サポート

町内１２施設の図書館コーナーの充実。福田・駒ケ嶺・新地小への夏休み特
別個人貸出の実施。小学校図書室サポート

理由：
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４－３－３ 読書の町づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 128 128

Ｒ９ 128 128

Ｒ10 128 128

４－４ 文化・スポーツの充実

４－４－１　歴史文化活動の推進 

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 23 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 95 95

Ｒ９ 95 95

Ｒ10 95 95

４－４－１　歴史文化活動の推進 

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 23 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 54 54

Ｒ９ 54 54

Ｒ10 54 54

公民館教室を利用した縄文土器づくり教室の開催、町内史跡巡りバスツアー
の開催

公民館教室を利用した縄文土器づくり教室の開催、町内史跡巡りバスツアー
の開催

・事業実施の効果

町の歴史文化の振興のため。
町内文化財を学習する事で郷土への愛着、郷土のＰＲ発信元となる。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

施策の方向性と理由

小学校授業の学習状況に併せた町内史跡を活用した現地学習。
三貫地貝塚人骨、土面、復顔レプリカを用いた新地町の縄文時代学習。
町内文化財（看板設置個所）のバスツアー開催
小学６年生児童及び一般の方を対象とした土器づくり教室

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

Ｈ２３
～Ｒ７

新地町縄文文化企画展の開催をはじめ、新地町文化財学びのツアー
や土器づくり体験教室などに取り組み、歴史文化の振興に努めた。

事業費（千円）

町内出土遺物の整理、町保有の古文書の整理、試掘調査による資料の蓄積

公民館教室を利用した縄文土器づくり教室の開催、町内史跡巡りバスツアー
の開催

事業 歴史文化学習の推進
担当課

教育総務課

事業
内容

年度）

理由：

町内出土遺物の整理、町保有の古文書の整理、試掘調査による資料の蓄積

コンクールの実施

町内出土遺物の整理、町保有の古文書の整理、試掘調査による資料の蓄積

・事業実施の効果

歴史文化の振興のため。蓄積された資料の整理を進め、町内各所との関連づけることで、町内各所の
歴史的背景が深まり魅力が向上する。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

施策の方向性と理由

現在までに町内遺跡の発掘調査により出土した遺物群の整理や伊達藩領時
代、戊辰戦争等近代史の資料の整理を行う。
町内開発事業に先行する形で試掘調査を行う事で、歴史資料の蓄積を行う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

Ｈ２３
～Ｒ７

町内出土遺物や資料の整理に取り組み、一部を企画展示し、町
の歴史文化振興を図った。

事業費（千円）

コンクールの実施

事業 歴史文化の調査研究
担当課

教育総務課

事業
内容

年度）

理由：

コンクールの実施

・事業実施の効果
親子で本に向き合う良い機会
となっているため。子どもたちの読解力、表現力を養うとともに読書への関心が高まる。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

施策の方向性と理由

読書によって得た感動を絵画表現することをとおして、児童生徒の読解力、
表現力を養うことを目的に町内小中学校生を中心に、大人も対象とした読書
感想画コンクールを実施する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

Ｒ７ 学校と連携し、参加者数も多い。
事業費（千円）

事業 読書感想画コンクールの実施
担当課

教育総務課

事業
内容

年度）

理由：
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４－４－２ 生涯スポーツ活動の推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 23 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 0

Ｒ９ 0

Ｒ10 0

４－４－２ 生涯スポーツ活動の推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 23 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 400 400

Ｒ９ 400 400

Ｒ10 400 400

４－４－２ 生涯スポーツ活動の推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 23 年度～Ｒ 9

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 1,200 1,200

Ｒ９ 1,200 1,200

Ｒ10 1,200 1,200

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

スポーツ激励金の交付
担当課

教育総務課

各種活動、運営支援

各種活動、運営支援

各種活動、運営支援

・事業実施の効果
健康増進や生きがいづくりの
ため。競技だけでなく、健康増進・仲間づくり、生きがいづくり等を目的としたク

ラブは重要である。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

子どもから高齢者まで、健康維持・増進、仲間作りのために多様なスポーツ
を継続していけるよう総合型地域スポーツクラブの育成支援を強化する。

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

スポーツ協会のより一層の育成支援を図る。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

県大会以上の大会に出場する団体、選手へ激励金の交付を行う

県大会以上の大会に出場する団体、選手へ激励金の交付を行う

・事業実施の効果
継続した支援によるスポーツ
振興が必要。選手の意欲向上と負担軽減が図られるとともに町全体のスポーツ振興に寄与

する。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

スポーツ活動の県大会以上に出場する個人又は団体に対して激励金を交付
し、もって本町のスポーツ活動の振興を図る。

Ｈ２３
～Ｒ７

補助金交付など、スポーツ協会の育成支援に取り組み、スポー
ツ振興を図った。

事業費（千円）

県大会以上の大会に出場する団体、選手へ激励金の交付を行う

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

Ｈ２３
～Ｒ７

激励金交付を行い町民のスポーツ活動の支援に努めた。
事業費（千円）

事業

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

構成団体への助成等

構成団体への助成等

・事業実施の効果
町民のスポーツ振興の一助と
なっているため継続が必要。スポーツ振興に寄与する。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

構成団体への助成等

事業 スポーツ協会活動の育成支援
担当課

教育総務課

Ｈ２３
～Ｒ７

総合型地域スポーツクラブの育成支援を行い、町民の健康増進
や生きがいづくりに繋げた。

事業費（千円）

事業 総合型地域スポーツクラブの育成支援
担当課

教育総務課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

理由：
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４－４－２ 生涯スポーツ活動の推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 23 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 330 1,483 1,813

Ｒ９ 250 1,483 1,733

Ｒ10 250 1,483 1,733

４－４－２ 生涯スポーツ活動の推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 1 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 1,900 1,900

Ｒ９ 1,900 1,900

Ｒ10 1,900 1,900

４－４－２ 生涯スポーツ活動の推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 23 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 575 575

Ｒ９ 575 575

Ｒ10 575 575

町内スポーツ少年団活動支援

町内スポーツ少年団活動支援

・事業実施の効果 継続した取り組みにより、子
どもたちの体力向上、スポー
ツ振興に期待できる。スポーツ少年団の指導体制の強化に寄与している。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

教育総務課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

スポーツ少年団指導者の確保・育成などスポーツ指導体制の充実を図るた
め、スポーツ団体の指導者に対して補助金を交付。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

補助金を交付し、スポーツ少年団活動を支援した。
事業費（千円）

町内スポーツ少年団活動支援

ふくしま駅伝大会出場事業
担当課

教育総務課

理由：

・事業実施の効果
継続した支援によるスポーツ
振興が必要。駅伝を通じて人材育成とまちおこしに寄与している。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

施策の方向性と理由

県民の体力向上と中・長距離選手の育成・強化を図るとともに、各市町村の
ふるさとおこしに寄与する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

スポーツイベント（自然体験ハイキングやニュースポーツ体験教室、トレイル健康ウォーキング等）の実施

スポーツイベント（自然体験ハイキングやニュースポーツ体験教室、トレイル健康ウォーキング等）の実施

スポーツイベント（ニュースポーツ体験教室やトレイル健康ウォーキング等）の実施

理由：

事業 スポーツ少年団指導者育成事業
担当課

Ｈ元～
Ｒ７

ふくしま駅伝に参加し、選手育成や町の活性化に努めた。
事業費（千円）

ふくしま駅伝大会への参加

事業
内容

年度）

ふくしま駅伝大会への参加

ふくしま駅伝大会への参加

Ｈ２３
～Ｒ７

Ｈ２３
～Ｒ７

自然体験ハイキングやニュースポーツ体験教室を開催し、ス
ポーツレクリエーション活動の推進を図った。

事業費（千円）

事業 スポーツ推進事業
担当課

教育総務課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

・事業実施の効果

機会毎に開催検討。
スポーツイベントは町の活力源となるため欠かせない事業の一つである。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

町ぐるみで、あるいは家庭がともに参加するスポーツ・イベントの開催な
ど、町内外の人々が参加し交流するイベントの充実に努める。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

事業
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４－４－２ 生涯スポーツ活動の推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 28 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 0

Ｒ９ 0

Ｒ10 0スポーツ指導者の登録・人材の発掘

・事業実施の効果 生涯スポーツ活動の推進及び
指導者の人材育成のため必
要。

登録されたスポーツ指導者の指導により、各種教室や講座の充実、スポーツ団体・グループ
活動の活性化が図られる。
また、各種スポーツ活動を通じて人材が育成され、新たな指導者の発掘につながる。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由
スポーツの専門的な知識や優れた技術・能力などを持っている方々に登録してもらい、ス
ポーツ活動に取り組もうとしている個人や団体等の依頼により、ボランティア的に指導・支
援を行う講師を紹介することでスポーツに関連する事業の支援を行う。また、各種スポーツ
活動に携わった人々の中からスポーツ活動支援に適した人材を発掘し、生涯スポーツ活動事
業に活用する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

Ｈ２８
～Ｒ７

各種事業で関わった方などから人材を発掘し、今後の生涯学習
事業に活用していく。

事業費（千円）

スポーツ指導者の登録・人材の発掘

事業 スポーツ指導者登録制度の設置
担当課

教育総務課

スポーツ指導者の登録・人材の発掘
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